
 

 

押し花講習会～ふれあい例会に先駆けて～ 

第５２７回例会Ｎｏ．３３ 平成１８年３月２３日（木）晴 

■ ﾛｰﾀﾘｰｿﾝｸﾞ 

■ 出席報告 

■ 出席率 

■ 修正出席率 

■ スピーカー 

■ ゲスト 

「奉仕の理想」 

会員４９名中３０名出席 

６３.８３％ 出席計算人数４７名 

３月９日 ９３.６２％ 

松崎晴己さん 

 

 

会長挨拶                 池井戸貞夫 

皆さん「うらやむ、うらやましい」という言葉はご存じだ

と思います。この言葉の語源は、「心病む」だと言わ

れています。【今日の講師の松崎晴己さんの様にな

りたい。】という、あの人の様になりたいという思いが

高じて、心が病気になることを言い、思いがけない形

で引き起こされる様々な事件の底には、人をねたまし

く思う心があることが多いと言われています。 

他方、「うらやむ」というとらえ方は無いという説もあり

ます。それは人間だれ人の生命にも「桜梅桃李」の

言葉に象徴される個性、才能が備わっている。その

かけがえのない宝を開き磨くところに、その人の価値

の基準を置いているからである。それが他人を尊敬

する生き方に通じると説いています。 

こんな話があります。自暴自棄の毎日を送っていた

ある青年は周りの人々や環境をうらやんでいました。

そして「皆が自分を認めてくれないから生きて行けな

い。とても苦しい。」とよく友人に話していたそうです

が、ある先輩から「君にも君でなければ出来ない使

命がある」といわれ、自分にも誰かのためする使命

があるなど考えた事もなかった。この時ほど、「使命」

と言う言葉が限りなく新鮮に心に響いた事は無かっ

たと言っていました。今、彼は「幸福は自分自身で決

まる。自分の心で決まる。強い心を持てば、自分の

周囲の景色は一変する」と決めて、会社でも全てに

一番の成績を上げているそうです。我が生命の限り

ない価値を見いだして、輝かせていくことが人生の最

大の誇りではないでしょうか。           以上 

 

☆☆次回例会のご案内☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

４月８日（木） 第 529 例会 例会変更 

「名古屋港ローターアクトクラブ創立３０周年式典」   

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

 

ニコＢＯＸ 

津田初子さん（退会） 

＝ ロータリーの 友愛に謝し 梅清か ＝ 

●本日は「押し花講習会」、押し花工房ローズ 松

崎晴己さん宜しくお願いします。池井戸会長、鈴

原幹事、藤野、浮貝、水野、長谷川龍伸（敬称略）

川原さん 愛知県がんセンター付属のＰＥＴセン

ターに当方人が指名されました。また、新入会員

の松尾君を宜しくお願いします。 

大平さん 春の陽気に健康増進。港ローターアク

ト３０周年に参加しましょう。 

中村さん 西南ＲＣ同窓生、三田氏 中田社長就

任（内示）おめでとう。ニコＢＯＸ同志！ 

日下さん 4/6 の例会を変更いたしまして、4/8

（土）名古屋港ローターアクトクラブ３０周年記

念式典に参加したいと思います。名鉄グランドホ

テル 16：00 からです。宜しくお願いします。 

●桜の開花直前、いよいよ春本番ですね。そこで

ニコＢＯＸへ。林、安江、中川（敬称略） 

●ワールド ベースボール クラシック 日本優勝おめ

でとう。渡邉、磯部（敬称略） 

本日合計 ４０，０００円 

 

表彰楯伝達 

ＲＩロータリー財団からのベネファクター表彰楯

を池井戸会長から服部釟治さんに伝達いたしま

した。 

 

幹事報告  

１． 次回例会前に「理事役員会（4/6 から移

行）」がございますので該当の方は宜しくお願い

します。 

２． 本日１８時より「第５回ＲＩＭ」がございます

ので、ご出席者の方は宜しくお願い致します。 



社会奉仕卓話 ＝押し花講習会＝ 

押し花工房ローズ 松崎晴己 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガバナー月信３月号より抜粋 

ガバナーリポート 

2760 地区ガバナー高橋治朗 

先日、東京の第 2580 地区の地区大会に出席しまし

た。昨年 10 月の当地区大会に古宮ガバナーご夫妻

が来ていただいた返礼もかねて、ニューオータニでの

2 日間の大会に出たものです。日本のロータリー発

祥の東京クラブを抱えた地区ということもあって、日

本 34 地区ガバナーのうち実に 23 名が、全体では

2,500 名が出席された大変盛大なもので、いろいろと

参考になりました。周辺地区のパストガバナーや古

いロータリアンの方々も多くお見掛けしました。 

今年の 6 月はコペンハーゲンとマルメで世界大会が

行われますが、バルト海沿岸は 12～17 世紀にハン

ザ同盟を結成した舞台でした。東はロシアのノヴゴロ

ド、北はスエーデンのストックホルム、ノルウェーのベ

ルゲン、西はロンドン、南はフランクフルト、ポーランド

のクラカウに囲まれた、リューベックとハンブルクを中

心とする自由都市の連合体でした。ハンザという言

葉自体がルフトハンザ（ドイツの航空会社）で知られ

る様に部隊とか団体という意味ですが、この場合は

商人間の組合団体ということです。ギルドの一種であ

り、海外貿易商人のギルドでもあったわけです。最初

のリューベック／ハンブルク同盟は 1230 年頃、北方

貿易（毛皮、材木、穀物、海産物、塩等の生活必需

物質が多い）を中心に、お互いが自由に貿易出来る

様な取り決めを行い、イギリス、オランダ、ロシア、ド

イツ南部等の広い範囲に現在のFTAの様に広がり、

その自由な貿易を阻害するものは、例え相手が国で

あってもハンザ同盟として経済封鎖（フランドルに対

し）したり戦闘行為をもって対抗しました。デンマーク

とも 2 度に亘って交戦し、1362 年はハンザ同盟が敗

北しましたが、1368年にはコペンハーゲンを攻撃し荒

らし回ったので、デンマークはハンザ同盟に和を請い

平和条約を結びました。今では、都市連合または商

人組合が国家権力と戦争をすることは考えられませ

ん（テロは別として）が、当時としては、北方貿易に従

事する商人達は、生活必需品を安定して一般市民に

供給しなければという義務感もあったであろうし、何

よりも、それが妨害された場合には戦いも辞さないと

いう気概を持っていたのでしょう。 

最近、一部経済人の不祥事が時折話題となりますが、

世のため人のためと言う正しい気持があれば、自分

だけ良い思いをするという考えは少しでも無くなるの

ではないでしょうか。地区大会での講話で挙げられた

例として、タバコの吸殻が会社内に落ちていた時、そ

れを見たロータリアンは何を考えるでしょうか。とりあ

えず拾うでしょう。しかし、吸殻を捨てない様な社員を

育てなければならないと思って、職業倫理、徳性を磨

くように社内教育を進めて行くのがロータリアンの本

願ということです。良い波紋を広げれば、自分の周囲

の人から少しずつ社会は変わって行くことでしょう。 

 

■06-07 年度ガバナーノミニー紹介 

 

江崎柳節（小牧ＲＣ） 

医療法人柳雪会江崎外科内科 

理事長 

外科医 

 

経歴 
1982 年 2 月 3 日  入会 

1983 年  国際奉仕委員長 
1989 年  職業奉仕委員長 
1998 年  幹事 
2001 年  会長エレクト 
2002 年  会長 
2003 年  地区クラブ奉仕副委員長

2004～05 年  地区クラブ奉仕委員長 
 

ポールハリスフェロー、米山功労者、ベネファクター 

国際奉仕ガバナー特別賞(2002 年) 


